
 

 
 熊本県立小国高等学校 令和２年度（２０２０年度）学校評価表 

 

１ 学校教育目標 
教育基本法の理念、及び「令和２年度（２０２０年度）県立中学校・高等学校における教育指導の

重点」と、本校の三綱領「尚志・勉学・自主」の具現化を図る｡基本的人権の尊重に基づき、生徒一人
一人に対して深い愛情と理解をもって、生徒一人一人の教育的ニーズに応じた「最適な指導・支援や
合理的配慮」を行い、徳（豊かな人間性）・体（健康と体力）・知（確かな学力）の調和のとれた生
きる力を備えた総合的人間力の育成に努める。また、郷土に思いを馳せ、生涯にわたって郷土に誇り
を持てる人材に育てる。 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）「徳育・体育・知育」の三育並進による知性と品性を備えた生徒の育成 

（２）志を高く（尚く）掲げ、自主的で意欲的に学び続ける生徒の育成 

（３）基本的生活習慣を確立し、情操豊かで社会性を備えた生徒の育成 

（４）適性を見極め、主体的な進路選択のできる生徒の育成 
（５）生まれ育った郷土に感謝し、郷土を誇れる生徒の育成 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 

 

安心・安全
な学校環境
づくり 

災害時における
生徒の安全確保 

防災マニュアル
の見直しと防災
教育の充実 

防災マニュアル
の改訂と防災に
関する職員向け
の研修を行い、
生徒への防災教
育についても実
施する。 

Ｂ 

防災マニュアルの改訂
と作成を行った。職員
全体の研修が行えなか
ったため次年度機会を
設ける。防災教育では
防災だよりを新たに発
行し、意識の向上を図
った。次年度は避難訓
練と合わせて防災教育
に取り組む。 

不登校対策・適
応指導の充実 

ストレス対処教
育、SCとの連携
した支援で不登
校の未然防止に
取り組む。 

LHRを利用したス
トレス対処教育
等を実施する。
教育相談体制を
整える。 

Ｂ 

１年生向けにＳＣによ
る講話を実施したが他
学年では行うことがで
きなかった。人権教育
部等と連携し次年度の
検討を行う。教育相談
ではＳＣによる定期的
な面談を活用しながら
生徒の支援に繋げた。
実施後の情報共有の在
り方を検討したい。 

開かれた学
校づくり 

積極的な情報の
発信 

小国高校の今を
伝えるため定期
的にホームペー
ジを更新すると
ともに、学期に
１回小国高通信
を発行する。地
元のラジオ放送
やケーブルテレ
ビで学校の様子
を伝える。 

ホームページに
掲載した内容を
もとに小国高通
信を作成し、近
隣の学校に配付
する。地元のメ
ディアに学校の
行事等を伝える
ため情報を提供
する。 

Ａ 

昨年度は月１回だった
ラジオ放送を隔週で行
い、行事予定や生徒の
様子などを伝えること
ができた。様々なメデ
ィアに行事等を取材し
ていただき情報を発信
することができた。 

保護者や地域の

方との交流の活

性化 

学校行事への保
護者及び地域の
方の参加者を増
やす。 

育志会役員会や
ホームページ、
地元メディア及
び小国高通信を
活用して行事の
紹介や案内を行
う。 

Ｂ 

行事等の案内は行った
が、今年度は新型コロ
ナウイルス感染症予防
のため学校行事が中止
となったりフェスティ
バルでも地域の方の入
場をお断りしたりと交
流はできていない。 

 



    評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 
学力  
向上 

 

主体的・対
話的で深い
学びの実現 

授業時間の確保
と実施 

授業の振替又は
監督付きの自習
を100%行う。自
習の際は、必ず
課題等の準備を
監督者に具体的
に示す。 

授業の時間割変
更を必ず行うと
ともに、必要に
応じて特別時間
割を作成して授
業措置を徹底す
る。 

Ａ 

出張やweb研修等があ
る週は特別時間割を作
成し、授業入替をする
ことができた。突発的
に授業担当者が不在の
時も教科間及び学年間
で連携を取り合い、対
応することができた。 

職員の積極的な
教材研究及び授
業計画 

授業アンケート
において授業内
容・進度・板書
等の評価項目で
適切であると答
えた生徒の割合
が全て90％以上
にする。 

公開・研究授業
週間において授
業見学を行い、
職員間で授業に
ついての意見を
交換することで
授業力の向上に
つなげる。 

Ｂ 

授業評価アンケートの
目標に掲げた項目につ
いては、「だいたい適
切である」の回答まで
含めると達成できた。
「適切である」のみだ
と50％前後であった。
公開・研究授業週間は
３人グループでの授業
参観を行い、教科を横
断した意見交換をする
ことができた。参観者
からのコメントが授業
改善のきっかけになっ
たり、モチベーション
になったりしたという
声もあり、成果が上が
った。 

家庭学習時
間の確保と
習慣化 

課題の管理と計
画的な指導 

授業アンケート
で、課題を期限
までに提出した
生徒の割合を75
％以上、遅れて
でも提出した生
徒を90％以上に
する。 

年度中に教務部
が中心となって
課題の与え方に
ついての研修を
行い職員の意識
を高める。 

Ｂ 

課題を期限までに提出
した生徒の割合は73.5
％、遅れてでも提出し
た生徒の割合を合わせ
ると93％だった。期限
内に提出できる生徒を
もっと増やす必要があ
るため、今後は生徒自
身が課題をしっかり把
握し、お互いに声を掛
け合いながら主体的に
取り組んでいけるよう
な取組を行いたい。 

家庭学習の習慣

化 

宅習時間調査に
おいて、生徒の
目標学習時間到
達割合を60％以
上にする。 

各学年にエクセ
ルシートを準備
し、生徒の課題
の種類及び時間
を全職員が把握
して、適切な指
導を行う。 

Ｂ 

宅習時間調査における
生徒の目標学習時間到
達割合は、59.9％だっ
た。2学期中間が達成
率63.2％、1学期期末
が達成率54.6％と差が
あったため、原因を検
証し、次年度に活かし
たい。エクセルシート
は活用しなかったが前
述したとおり今後は生
徒自身が主体的に課題
に取り組んでいけるよ
うな取組を行いたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

     



 
     

    評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 
キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

生徒のキャ
リア形成 

キャリアパスポ
ートの取り組み 

「小国高校で卒
業するまでに身
につけてほしい
資質・能力」を
１つでも向上さ
せることのでき
た生徒を80％以
上にする。 

・キャリアパス
ポートを学期の
始めと終わりに
作成する。 

・小国高校で身
につけてほしい
資質・能力を教
室に掲示して、
機会ごとに周知
と意識付けを行
う。 

Ａ 

キャリアパスポートの
学期ごとの作成につい
て、取り組むことがで
きた。第一段階として
の目標は達成した。 
身につけてほしい資質
と能力に対する意識付
けや能力を高める取組
について第二段階に入
る必要がある。 

保護者や外部機
関等との連携 

90％以上の生徒
が進路決定への
意欲の向上が図
れる進路行事を
実施する。 
また、保護者ア
ンケートにおけ
る進路情報の提
供に対する肯定
的評価を80％以
上にする。 

・進路希望調査
や各学年と連携
しながら行事づ
くりを行う。 
・保護者のニー
ズを把握するた
めのアンケート
９月に実施し、
必要とされてい
る情報を時期に
合わせて提供す
る。 

Ｂ 

進路行事で進路決定に
向けて意欲が高まった
生徒の割合は外部面接
練習会が85％、校内進
路ガイダンスが99％で
あった。以上の結果か
ら、目標を達成するこ
とができた。保護者ア
ンケートの肯定的意見
は79.5％であり、昨年
度より改善できている
が、更に向上するため
に何が必要かを検討し
ていきたい。 

校内進路指
導体制の充
実 

教員の資質の向
上 

学校評価アンケ
ート項目の「生
徒や保護者に対
して必要な進路
情報を提供して
いる」に対して
「かなりそう思
う」と答える教
職員の割合を昨
年の10％台から
30％にする。 

職員研修を学期
に１回実施し、
教員の進路指導
力向上を図る。 

Ｂ 

「生徒や保護者に対し
て必要な進路情報を提
供している」に対して
「かなりそう思う」と
答える教職員の割合が
22.2％となり、改善で
きているが、目標に届
かなかった。 

進路目標の達成 第一志望の進路
先決定率を80％
以上にする。 

・模試ごとに模
試分析会を実施
する。 
・面接、小論文
作文等の指導の
充実を図る。 

Ａ 

第一志望進路先決定率
は、８８％（３３名中
２９名）で、内訳は、
進学：９３％（国公立
大学１００％）、就職
：９３％、公務員：５
０％である。個に応じ
て丁寧な指導を全職員
で工夫して取り組んだ
ことが高い決定率につ
ながった。公務員希望
者への指導のあり方に
ついて更に充実を図る
必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     



 
     

    評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 
生徒  
指導 

 

基本的生活
習慣の確立 

新しい生活様式
と学校生活の指
導の徹底 

新型コロナウイ
ルス感染拡大予
防の観点からの
生活様式や学校
再開に伴っての
基本的生活習慣
について指導を
徹底する。 

全校集会で講話
を実施するとと
もに、学年と連
携して新しい生
活様式や基本的
生活習慣の指導
を徹底する。 

Ｂ 

時期や状況に応じて職
員や生徒に周知をして
いる。現在のところ感
染者は出ていないが、
今後も状況に応じた対
策や予防をしていく必
要がある。 

予防指導の徹底 停学以上の処分
が「０」件 

生徒指導部職員
を中心に朝会後
の登校指導を行
い継続的に声か
けを行う。 
生徒の現状に合
わせ、長期休暇
前や行事前後に
内容を厳選して
集会で講話等を
行う。 

Ｂ 

夏季休暇中に特別指導
が１件発生した。発生
した経緯や指導を振り
返りつつ、今後の指導
や啓発につなげていけ
るようにする。遅刻や
早退する生徒が各学年
で数名いたが、担任団
との連携や登校指導を
行うことで０人になる
日も増えてきている。
今後も継続して取り組
んでいく。 

交通道徳に
関する意識
の高揚 

交通事故・交通
違反を無くす 

重傷に繫がる交
通事故「０」、
交通違反「０」 

２学期に交通安
全教室を開催す
るとともに交通
委員が定期的に
交通安全につい
て呼びかける。 

交通関連情報を
職員に周知する
ことで指導の統
一を図る。 

Ａ 

今年度交通事故、交通
違反は０件であった。
小国警察署の職員の方
を講師として招き、交
通教室を実施した。最
近の交通事情に応じた
講話をしていただき、
生徒への交通安全への
意識向上を促した。 
交通委員が中心となり
学校敷地内の点検を行
い、交通安全を促す掲
示物を作成したり、情
報発信による啓発をし
たりしていく。 

自転車マナーの
向上 

自転車ワンロッ
ク100％ 

交通委員による
朝の放送の呼び
かけと定期的な
点検を行う。 

Ｂ 

交通委員による啓発や
点検により、自転車ワ
ンロックの割合は80％
である。今後は、定期
的な点検に加えて、生
徒の意識が向上するよ
うな周知の仕方等を工
夫していく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     



 
     

    評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 
人権教
育の推
進 

人権教育に
対する理解
の深化 

地域の人権関係
行事への参加 

小国郷人権啓発
フェスティバル
への１年生全員
参加。 

事前指導を徹底
し、参加するこ
との大切さを理
解させる。 

Ｂ 

きよら人権デーは中止
となったが、小国町人
権啓発フェスティバル
に向け１年生全員が人
権作文に取り組んだ。
代表生徒が、おぐチャ
ンにて人権について自
分自身の考えを発表す
ることができた。 

人権教育に取り
組む姿勢の捉え
直し 

教師が自身の姿
勢を言葉で表現
し発信できるよ
うになる。これ
まで以上に人権
が尊重される授
業が行えるよう
教師間で見直し
を図る。 

公開授業週間等
を活用し授業を
参観した際に、
人権が尊重され
る授業づくりの
視点も踏まえて
意見交換をす
る。人権に関す
る研修会等に全
職員、１回以上
参加する。 

Ｂ 

公開授業週間等を活用
した授業参観は２度実
施し、意見交換も行え
た。研修会は部落差別
の現実と今後の課題、
小国町人権啓発セミナ
－「心がかぜをひくと
き」の動画視聴の２回
を実施することができ
た。 

命を大切に
する心を育
む指導 

 

自尊感情と自己
有用感を高める 

命の大切さを再
認識させ自身の
大切さと役割に
気づかせる。 

 

「命を大切にす
る心」を育む指
導プログラムの
指導ユニットに
基づき、生徒の
自己実現等の意
識を高める。実
践毎にアンケー
ト又は感想文を
書かせ自身を見
つめ直させる。 

Ｃ 

「命を大切にする心」
を育む指導プログラム
の指導ユニットは各教
科担当、担任により行
っているが、内容を再
検討する必要がある。 

いじめ
の防止
等 

いじめの未
然防止 

 

自尊感情の向上 心のアンケート
において｢自信
のあることや自
慢できることが
ある又は少しあ
る」と答える生
徒を80％以上に
する。 

人権教育ＬＨＲ
を計画的に実施
する。人権週間
に合わせて人権
朝読書を行い、
人権作文、標語
を作成する。 

Ｂ 

心のアンケートで「自
信のあることや自慢で
きることがある」とい
う問いに対して、「あ
る」及び「少しある」
と回答した生徒が66％
であった。コロナ禍に
よる影響もあると思う
が、実施した取組を見
直し、改善に繋げてい
くことが課題である。 

いじめの早
期発見とい
じめ事案へ
の対応 

アンケート調査
の実施と事後対
応 

いじめ事案につ
いては解消率
100％を達成す
る。 

学期に１回ずつ
定期的にいじめ
アンケート及び
心のアンケート
を実施し速やか
に対応する。 

Ａ 

いじめ事案の解消率は
100％を達成すること
ができた。いじめ防止
等対策委員会を臨時で
開催するなど問題解決
のために迅速に対応で
きた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     



 
     

    評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 
地域連
携(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸ
ｰﾙなど
) 

地域協働活
動の推進 

総合的な探究の
時間の活用 

両町役場等と連
携して、生徒の
積極的参加を促
す。他校と連携
を取り、情報交
換しながら多角
的な視点で探究
活動を行う。 

｢小国郷を知る｣
講座を開講し、
発表会を実施す
る。２年生は昨
年度までの活動
を踏まえて、各
種コンクールや
研究発表会等へ
参加する。 

Ｂ 

２年生については各種
コンクールに応募し、
表彰を受ける生徒も出
るなど成果を上げた。
コロナ禍により、外部
講師の招聘などに支障
があったが、探究活動
に積極的に取り組む生
徒の姿が見られた。こ
れまでの活動をいかに
引き継ぐかが課題であ
る。 

魅力創造と情報

発信 

これまでの地域
との連携を更に
発展させ、地元
の資源（人、も
の、環境など)
を生かして小国
高校の魅力を創
造し情報を発信
する。 

ドローンサーク
ルの設立や動画
編集技術の習得
などを行い、従
来の学校新聞等
での情報発信だ
けでなく動画等
を用いて学校の
魅力や地域の活
性化につながる
情報を発信す
る。 

Ｂ 

ドローンを活用した魅
力創造については生徒
会を中心に活動してメ
ディアから取材を受け
るなど、本校の取組を
発信できた。リーフレ
ットの作成にも取り組
み、広報活動に力を注
いだが、出願者数の減
少など効果が表れてい
ない状況もあり、今後
の取組について再検証
していく。 

地域団体との協
働活動の実践 

ボランティア活
動に積極的に参
加（全校生徒の
９０%以上の参
加）する。保育
や高齢者支援、
食育活動を実施
する。 

両町社会福祉協
議会等と連携し
て、高齢者や障
がい者の支援、
子育て支援、美
化活動などに参
加し、福祉活動
に対する生徒の
理解を深める。 

Ｂ 

大雨による被害へのボ
ランティア活動を申し
出た生徒がいたが、年
齢制限があり活動でき
なかった。両町の社会
福祉協議会と連携を散
り、手話講座や土のう
作り体験など、様々な
活動を行えた。 

学校運営協
議会制度の
充実 
 

学校運営協議会
の支援による特
色ある学校づく
り 

地域での本校の
役割や本校に対
する要望等を把
握し、各部、各
学年が連携した
取組を行う。 

懸案事項や検討
事項については
活動を報告し意
見をいただいて
学校運営及びニ
ーズに基づいた
地域貢献に生か
す。 

Ｃ 

新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため学
校行事等の教育活動が
制限され、学校運営協
議会の方から意見をい
ただく機会を十分に確
保できなかった。 

中高一
貫教育
の推進 

 

中高一貫教
育の充実 

三校合同の交流
活動の充実（交
流授業、生徒交
流） 

 

第２回中高一貫
三校合同研修会
における交流授
業と生徒交流の
アンケート項目
について肯定的
な評価を80％以
上にする。 

数学・英語以外
の交流授業の目
的を明確にする
とともに交流の
対象は中学２年
生を主にする。
三校の生徒同士
が交流する場を
設定する。 

Ｂ 

交流授業のアンケート
では、92％が肯定的評
価で達成できた。数学
英語以外の交流授業も
中学2年生の進路意識
向上という目的で準備
が進んでいる。生徒交
流の学友団活動はコロ
ナ禍の影響もあり、実
施できなかったが高校
見学での座談会やそれ
ぞれの部活動での中高
の交流など工夫して生
徒交流ができていた。 

 
 
 
 
 



４ 学校関係者評価 
〇高校生の学力の伸びを見て、送り出した側としてはありがたい。中学生や中学校の職員に小国高校

に行けば伸びるということを伝えたい。支援学校との交流や小中学生に向けた学習ボランティアな
ど、地域に貢献するような取組を丁寧に実践している。一人一台端末の先行実践校として学習面で
のメリットや具体的な活用方法など中学校にも情報を提供してもらいたい。 

〇小論文コンクールで小国郷の郷土芸能をテーマとして優秀賞を受賞していることは素晴らしい。郷
土芸能を受け継いでいく方法についても地域と連携して取り組んでもらいたい。 

〇アンケート結果の中の保護者が入学させて良かったという割合が高いということや、学力が向上し
ていることは評価したい。町議会を生徒が見学したという話も聞いて生徒が積極的に活動している
ことがわかる。 

〇ボランティア活動に多くの生徒が参加しているだけでなく、参加している生徒は自主的で挨拶がし
っかりできている。今後、ボランティア活動で地域のイベント等で活動したいという要望があれば
実現に協力したい。 

〇学力が上がっていることはうれしく思う。コミュニティスクールについてもコロナ禍の中でも、生
徒たちがアイデアを出しながら活動していて素晴らしい。生徒を町の中で見かけても、挨拶ができ
ている。議会の見学については、町がどのようにして動いているかを知る大事な機会であるので、
取組を続けて欲しい。 

〇中学校の生徒と一緒にボランティア活動などをすることで本校生の魅力を発信することができ、高
校のアピールになる。地域の方と一緒に行動したり触れ合ったりする機会を増やすことで魅力化に
つながる。 

 

５ 総合評価 
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、教育活動が制限される中、模索を続けながら本校の教育

目標の達成に向けて取り組んだ。その結果、自己評価総括表では評価がＡとＢの項目が多く、目標を
概ね達成できたと考える。 

本校の魅力を発信するため、広報活動に力を入れ、新聞社やケーブルテレビ、地元ＦＭ局での番組
制作など、積極的に取り組んだ。地域の方から本校の活動について、良い評価をいただいている。 

進路指導面では、第一志望進路決定率が約９割となり、生徒の希望及び保護者の期待に応えること
ができたように思う。 

また、家庭学習の習慣化については、昨年度に比べて改善は見られたが、まだ十分な学習量ではな
いため、来年度以降も継続して改善に向けた取組を行う必要がある。 

生徒指導では、交通指導と登校指導に力を入れた。その結果、交通事故及び交通違反は０件で、目
標を達成することができた。また、登校指導を継続することで、遅刻者が減少するなど、効果を上げ
ている。 

今後、本校生が持っている能力を発揮できるよう教育活動の更なる充実を図る。学校評価アンケー
トの結果から、本校に対する生徒及び保護者の評価は高く、期待の大きさが感じられる。今後も、重
点目標の達成に向けて教育活動に改善を加えながら、生徒一人一人を大切にした教育活動に積極的に
取り組む。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
〇生徒の家庭学習の習慣化については、昨年度から改善は見られたものの、予習・復習を中心とした

学習習慣の確立には課題が残る。生徒の意識改革と教師の指導の在り方、課題の質や量について改
善を促す。 

〇人権教育の中には、評価をＣとしている項目もあるが、これまでと異なる教育環境で見直しが必要
だと認識した部分であり、今後、充実を図るため見直しに取り組む予定である。 

〇学校運営協議会制度の充実については、コロナ禍の影響もあり、十分な成果を残せなかったが、来
年度の取組に向けて準備をしていきたい。更に、これまでと同様の形態ではなく、学校運営協議会
委員の方からの意見を随時伺えるような新たな委員会の在り方を探り、実行に移していきたい。 

〇本校の魅力創造のため、生徒会を中心にドローンを用いた映像制作に取り組んでいる。ドローン操
縦練習用の機器を購入し、講師を派遣してもらい、操縦技術の習得と映像撮影についての講習を行
っている。この取組を発展させ、ケーブルテレビや道の駅等の地域各所において地域の風景を撮影
した映像の放映を行いたいと考えている。 

  

 


